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平
成
二
十
八
年
度 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長
賞 

（
有
期
事
業
場
）
の
受
賞
に
あ
た
っ
て 

岩
浪
建
設
株
式
会
社 

作
業
所
長 

岩
浪 

由
和 

社
会
福
祉
法
人
千
ヶ
瀬
保
育
会 

千
ヶ
瀬
第
一
保
育
園 

園
舎
増
改
築
工
事 

 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
八
日
に
羽
村
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
、
第
一
八
回
西
多
摩
地
区
安
全
衛

生
大
会
に
お
き
ま
し
て
安
全
衛
生
表
彰
（
青
梅

労
働
基
準
監
督
署
長
賞
・
有
期
事
業
場
）
を
受

賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
表
彰
を

頂
き
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
。 

表
彰
を
頂
い
た
有
期
事
業
場
（
作
業
所
）
の

工
事
内
容
は
、
保
育
園
（
Ｒ
Ｃ
造
、
地
上
二
階

建
て
、
敷
地
面
積
二
，
八
九
二
．
三
九
㎡
、
延

床
面
積
一
，
四
六
七.

二
一
㎡
）
の
改
築
工
事
と

な
り
ま
す
。
新
園
舎
の
新
築
・
外
構
工
事
か
ら
、

旧
園
舎
の
解
体
工
事
ま
で
約
一
年
間
の
工
期
で

施
工
致
し
ま
し
た
。 

夏
季
期
間
の
躯
体
築
造
に
よ
る
熱
中
症
対
策 

 

や
、
敷
地
形
状
に
よ
る
揚
重
機
配
置
計
画
、
自 

治
会
館
の
敷
地
内
隣
接
に
よ
る
第
三
者
災
害
へ

の
配
慮
、
自
治
会
行
事
時
の
施
工
ヤ
ー
ド
一
部

開
放
等
の
課
題
が
当
初
よ
り
あ
っ
た
為
、
着
工

段
階
で
安
全
衛
生
管
理
計
画
は
十
分
に
検
討
し

施
工
致
し
ま
し
た
。 

受
賞
事
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
衛
生
管

理
計
画
に
基
づ
き
工
期
ご
と
に
安
全
衛
生
重
点

項
目
を
定
め
、
日
々
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

行
い
危
険
有
害
要
因
の
把
握
に
努
め
、
リ
ス
ク

低
減
処
置
を
徹
底
し
て
行
う
と
共
に
、
事
前
に

作
業
打
合
せ
を
綿
密
に
行
う
こ
と
に
よ
り
関
係

請
負
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、

状
況
を
的
確
に
把
握
し
て
労
働
災
害
防
止
に
努

め
た
こ
と
。
ま
た
、
車
両
交
通
や
近
隣
自
治
会
行 

了
し
た
こ
と
で
し
た
。 

 

基
礎
工
事
施
工
中
及
び
、
内
外
装
工
事
施
工

中
の
青
梅
労
働
基
監
督
署
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

で
の
ご
指
導
も
あ
り
、
無
事
全
工
期
中
無
事
故

無
災
害
で
竣
工
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
安

全
衛
生
管
理
に
お
い
て
は
実
施
し
て
い
て
も

実
施
し
尽
く
し
た
と
い
う
事
は
無
い
と
思
う

の
で
、
今
回
の
受
賞
を
糧
に
今
後
も
事
業
場
の

安
全
衛
生
管
理
を
着
実
に
実
施
し
、
無
事
故
無

災
害
で
工
事
を
完
了
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

工事現場安全パトロール実施 

           災害対策安全委員会 

平成２８年１２月１５日に実施されました災害対

策安全委員会による工事現場安全パトロールの取材

報告をいたします。 

今回は４現場を訪問させていただきました。 

 

①工事件名：小河内貯水池土砂流入防止施設(岫沢) 

機能回復工事 

工事場所：奥多摩町川野字岫沢地内 

請負金額：￥３２，９４０千円  進捗率４０％ 

施工業者：小河内建設㈱  現場代理人：舩木敏史 

 
及び重機と作業員との接触事故防止等で周辺環境に

配慮されていました。 

②工事件名：霞川整備工事(その 15) 

工事場所：青梅市木ノ下地内 

請負金額：￥１７２，０００千円  進捗率６７％ 

施工業者：㈱村尾重機  現場代理人：井上 英章 

 

各所に危険予知の明示版や注意版が設置されていま

した。 

③工事件名：道路改修工事(西‐草花の５) 

工事場所：あきる野市 草花地内 

請負金額：￥５１２，７８４千円 進捗率２％ 

施工業者：鉄建・成友建設共同企業体   

現場代理人：高橋 秀樹       

 

現場近隣への配慮に創意に富んだ工夫がされてい

ました。 

現場近くの小学校の協力を得て、小学生が書いた

「夏休みの思い出」という題材の絵を万能鋼板に貼っ

た所、周辺の住民から「現場が明るくなった。」と評

判になっているみたいです。 

④工事件名：街路築造工事及び電線共同溝設置工事 

(28 西－福生 3・3・30) 

（２面につづく） 

事
の
ス
ペ

ー
ス
確
保

に
も
配
慮

す
る
な
ど

近
隣
対
策

も
積
極
的

に
行
っ
た

こ
と
。
こ

の
よ
う
な

活
動
の
結

果
、
全
工

期
無
事
故

無
災
害
で

工
事
を
完 

機械作業時

の事故防止対

策が確立され

ていました。 

現場内で作業

帯と一般通行

帯の仕切が明

確とされ、作

業の効率化、 

仮足場へ

の配慮が徹

底されてい

ました。 

仮設工が多

い現場でし

たが、整理

整頓はもち

ろんの事、 
 

平
成
二
十
八
年
度
青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長
表
彰
（
個
人
）
受
賞
に
つ
い
て 

 

株
式
会
社
村
尾
重
機 

代
表
取
締
役 

小
髙 

城
司 
  

働
災
害
発
生
の
減
少
に
努
め
安
全
指
導

者
と
し
て
青
梅
労
働
基
準
監
督
署
職
員

の
方
と
同
行
し
建
設
現
場
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
き
労
働
災
害
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
安
全
衛
生
水
準
の
向

上
に
微
力
な
が
ら
役
立
て
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
八
日
に
羽
村

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ

ー
ル
に
て
、
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
東
京
支
部
西
多
摩
分
会
な
ど
五
団
体

に
よ
る
第
十
八
回
西
多
摩
地
区
安
全
衛

生
大
会
に
お
い
て
、
青
梅
労
働
基
準
監

督
署
長
よ
り
安
全
衛
生
表
彰
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

受
賞
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
平
成
二

十
二
年
一
月
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
建

設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
東
京
支
部
西

多
摩
分
会
所
属
の
東
京
支
部
安
全
指
導

者
と
し
て
、
青
梅
労
働
基
準
監
督
署
管

内
の
建
設
現
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
指

導
に
努
め
、
災
害
防
止
団
体
の
活
動
へ

積
極
的
に
関
与
し
、
地
域
の
建
設
業
全

体
に
お
け
る
安
全
衛
生
水
準
の
向
上
に

貢
献
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

労
働
安
全
衛
生
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ

き
ま
し
て
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
こ
の
受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う

に
青
梅
労
働
基
準
監
督
署
管
内
で
の
労

動 
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 １１ 月 事 業 報 告  

１日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議 

平成２８年度第１１回総会及び研修（講演） 
７日 災害対策安全委員会 

７日 事業委員会 

１３日 若手経営者の会 日帰り視察研修会 
１１日 広報委員会 ２６８号編集発行 

１４日 総務委員会 

１６日 理事会 

２２日 ＩＣＴ建設機械の研修（セミナー） 

（コマツレンタル美浜機械センタ内） 

国土交通省が進めている「ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉ

ｏｎ 」に準じた工事の施工方法についての研修 

２９日 多摩地区建設事務所との意見交換会開催 

    会場：たましん事業支援センター １F会議室 

                 （三多摩建設業連合会） 

  １２ 月 事 業 計 画  

１日 ２８年度技術講習会開催 （災害対策安全委員会）  

時間 午後６時３０分～ 

会場 あきる野ルピア ３階 ホール 

６日 事業委員会 

７日 広報委員会 ２６９号編集発行 

８日 第１８回西多摩地区安全衛生大会 （建災防西多摩分会） 

１３時３０分～１６時３０分 

場所 羽村市生涯学習センター ゆとろぎ 小ホール 

１３日 若手経営者の会 懇親会 

１５日 安全パトロール ４現場  （災害対策安全委員会） 

１５日 災害対策安全委員会 

１９日 総務委員会 

２１日 理事会 

 

         西多摩建設業協同組合  

１月２５日（水）新年懇親会  午後６時から 

  会場：青梅市福祉センター ３階 「ふよう」 
 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 
<青梅校 2017 年度開講講座〉 

◎２級建築士学科（日曜）コース  

◎１級建築施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬スタート 

◎１級土木施工管理技士学科講座  毎週 火・木 

講義日程  3 月中旬スタート 

◎給水装置工事主任技術者 受験対策講座  

◎２級土木施工管理技士コース   毎週 火・木 

基礎講義 ６月中旬 ～７月中旬 

本講義  ７月中旬～１０月中旬 

◎宅地建物取引主任者本科コース 毎週 水 １３時～ 

・講義日 

基礎講義 ３月初旬 ～４月中旬 

・本講義 ４月下旬 ～ ９月下旬 

◎２級建築施工管理技士コース    毎週 火・木 

・講義日時 基礎講義 ９月初旬 ～９月下旬 

      本講義 ９月下旬 ～１１月初旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校

を開講（８年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡 

をお待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  

青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

      日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

 

工事場所：福生市大字福生地内 

 (福生 3・3・30 武蔵野工業線) 

請負金額：￥７６，７６０千円  進捗率３０％ 

施工業者：岩浪建設㈱  現場代理人：北村 勉 

     

現場内外の整理整頓・清掃に行き届いている現場でした。

施工箇所と一般者の通路との区画が明確にされていて、路

面はしっかりと清掃されていました。現場付近の上空には

三角旗で架空線の接触防止にも努めていました。 

《総評》 

 今回パトロールをしたどの現場も創意工夫が有り、たい

へん良く安全管理に努めていました。 

しかしながら事故は思いもよらぬ事で発生する可能性が

有ります。現場責任者から作業員までコミュニケーション

をとり、意思の疎通をしっかりと図り、今後の安全管理に

努めるようにお願い致します。 

同行取材 広報委員会 

                                

平成２８年度 

建設業年末年始労働災害防止強調期間 

期        間 
平成 28 年 12 月 1 日から 

平成 29 年 1 月 15 日 

スローガン 無事故の歳末 明るい正月 

◇会員が実施する重点事項◇ 

 １ 経営トップ等による特別安全パトロールの実施 

  ①「労働安全衛生法令」、「建設業労働災害防止規程」 

「社内の安全衛生基準」等の順守の確認 

  ②統括安全衛生管理体制の確認、 

安全意識の高揚および安全衛生教育等の 

実施の確認 

２ 建設機械・クレーン等災害の防止 

①車両系建設機械･クレーン等の転倒または転落災害防 

止対策の徹底、ならびに稼働範囲内の立入禁止措置等、 

はさまれ・巻き込まれ災害防止対策の徹底 

②荷のつり上げ作業時は、荷の下への立入禁止措置の徹底 

③車両系建設機械･クレーン等の運転および玉掛け 

作業については、法令で定める有資格者 

の配置の徹底 

④重機等の設置箇所の確認および軟弱地盤 

上では敷鉄板を敷設、地盤改良等の補強の 

徹底 

 

 


